
※ 図版：『三都一朝』田崎草雲画 (嘉永7)・『朝顔畫報』上林松寿編 (明治34)・『カーティス・ボタニカルマガジン』(1787創刊) より

入場

無料
芸文館向かい

貴重書に描かれた植物は美しい！ご好評をいただいている貴重書で見る東西の植物画の展示は「多年

草編」、「四季の花木」に続いて、「一・二年草編」を企画しました。

植物は元々が多年生だそうですが、変化の激しい気候に適応するために、一年～二年以内に生活環を

終えるように進化してきました。種子から発芽し、成長し、そして開花・結実し、種子を残して枯死す

るというサイクルが毎年のように繰り返され、現在に至っています。環境の変化に適応してきた植物に

本当に頭が下がる思いです。

今夏は節電などで厳しい夏になりそうです。ぜひ植物画を鑑賞され、昔の植物を想像しながら、涼今夏は節電などで厳しい夏になりそうです。ぜひ植物画を鑑賞され、昔の植物を想像しながら、涼を

感じていただければと思います。ご来場をお待ちしております。 (馬 建鋒・分館長）

一・二年草編貴重書で見る東西の植物画
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